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平成２５年８月２６日 

湖風会「工学部学友会」 

記録：藤浪市郎 

第１１回（平成２５年８月）理事会の記録 

  1920 年 統計を取り始めて以来初めてという猛暑日が 8 月 23 日まで 17 日間も続いた今年の夏、 

  今日は一転前線が近畿の上空に停滞、ゲリラ豪雨をもたらした。梅田も冠水し交通機関も乱れた。 

  もうそろそろ穏やかな秋が訪れて欲しいものだ。 

（１）日 時 ：平成２５年８月２５（日）１０：００～１４：１０ 

 （２）場 所 ：パナソニックリゾート大阪  第 4 会議室 

 （３）出席者 ：立入会長、林(正)副会長、奥村顧問、安田特別理事、藤田・内片・山添・谷川 

松下・長谷・若林・小谷口・平野・藤浪各理事、･･･敬称略 

 （４）議事内容 （議長；立入会長） 

    配布資料： 工場見学（山科精器）見学報告（県大生のレポート） 

          アンケートに回答があった学年幹事への礼状/報告発送状況 

          CAMPUS GUIDE 2014 

  １、立入会長の挨拶（要旨） 

日曜日でお忙しい所、お集まり頂きありがとうございます。本日は国領副会長が地元の行事

の為どうしても出席できないので宜しく伝えてほしいとのことでした。 

猛暑が続いていましたが、昨日は土山に行っておりましたが平地とは気温が 3～4℃低いせ

いもあって涼しかったです。 

「週刊東洋経済」2013,8/24 号に、京都を試作の集積地にしようという「町工場の連携」と

いう記事が掲載されています。量産は海外移転が進んでいるが、日本の零細企業は開発・試

作を担い生産技術センターとか開発センターとしての役目を果たそうという活動をしてい

る。私の会社も 96 社のグループに入っていますが、京都の町工場は元気ですよということ

で記事を載せてくれました。後ほど回覧します。 

それでは議題に沿って十分審議頂きたいと思います。 

＜討議事項＞ 

  ２、「工学部学友会」の事業内容（活動方針）について 

   ① 会員と湖風会及び県大工学部との連携について･･･＜連携推進ﾁｰﾑ＞松下ﾘｰﾀﾞｰ 

   ａ） 湖風会関連報告 

    1）6 月 29 日（土）2013 年度通常総会が開催された。 

    ｲ､ 出席者 92 名、委任状 255 名 計 347 名で第 1 号～第 7 号議案が承認された。 

      会計報告、事業報告は HP に掲載を準備中である。 

      ﾛ､ 役員が改選され、工業会 6→5 名、農業 5 名、家政 5 名、湖畔の会 4 名、県大 5→7 

        名体制とし、県大卒主導にシフトしていく役員人事が承認された。 

ﾊ､ 来賓として仁連副学長、水野就職支援 G 統括が出席された。 

 ﾆ､ 平成 26 年度に、県立短大 65 周年、県立大学の 20 周年を迎える。平成 27 年に共同 

で記念事業を催す意見が出ている。Home coming day、湖風祭に参加するなどの意 

見が出ている。 

 ﾎ､ 湖風会が平成 18 年に発足しているが、同時期に 10 周年を迎える。会員名簿と 10 年 

間の事業展開を記録したものを合併した記念誌を発行することを検討している。 

 ﾍ､  通常総会の開催案内を評議員に出しているが、返事が無い方も多く評議員の見直しを 

する必要がある。今後の課題として取り組む。 
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      2）8 月 10 日（土）第 3 回役員会が開催された。 

      ｲ､  湖風会館の完成を機に事務員を 2 名体制とした。就業規則や雇用契約を明確にしてお 

く必要があり、草案が上程され承認・施行された。 

       ﾛ､  湖風会館の竣工記念行事が 11 月 10 日（日）湖風祭に合わせて行われる。 

         13：00～14：00 記念式典 

        14：00～15：00 記念講演-環境建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科松岡教授（設計・意匠に関与） 

                    湖風祭見学、学生との交流 

 15：30～16：30 懇親会（会費 3,000 円） 

 寄付を頂いた方には近日中に案内状が送付される予定。 

 学生との交流に卒後 5 年以内くらいの卒業生の推薦を依頼されている。 

 新築された湖風会館及び湖風祭を見学できる最良なチャンスですので是非参加され 

る事をお願い致します。 

② 同好会活動について・・・各世話役 

 ａ）テニスの集い・・・林世話役 

今年 10 月 26 日（土）～27 日（日）に県大テニスコートで開催を予定している。 

   9 月 7 日（土）に湖風会館で最終打ち合わせを行う予定。 

   テニスの集いに一方ならぬご尽力して頂いている田頭顧問が体調を崩されているとの 

情報を得て、国領・林両副会長がご本人に連絡をされていたが、7 月 10 日にようやく 

電話で話をすることができ、お見舞い方々テニスの集いの報告もしたいので訪問したい 

旨を伝え、一旦 8 月 8 日に訪問の約束を頂いたが、その後医者から今の状態ではやめた 

方が良いと言われたので、約束をしたが中止したいと連絡があった。 

複数の病院に掛かられ入退院を繰り返され体調も良くない状況と推察されるので、時間 

をおいて 9月 7 日のテニスの集いの最終打ち合わせが終わった頃に再度連絡をしてみる 

ことになった。一日も早いご回復を祈念します。 

ｂ）ゴルフ同好会・・・立入世話役 

  12 月 1 日（日） オレンジシガ CC で第 15 回コンペの開催を予定し、スタート 9 時 30 分 

で予約している。近々案内します。 

      ｃ）フォト同好会・・・山添世話役 

11 月 24 日（日）京都 東福寺の紅葉風景撮影を予定している。人出が多いと予測される 

が、他に希望があれば申し出て下さい。 その後、四条の「ぎゃらりい 西利」で作品展を 

鑑賞する予定である。 詳細は後日案内します。 

     ｄ）カラオケ愛好会 

      12 月 8 日（日）パナソニックリゾート大阪での理事会に併せて開催する予定にしている。 

③ 名簿管理について・・・＜名簿管理ﾁｰﾑ＞国領ﾘｰﾀﾞｰ欠席の為藤浪が代理 

     ａ）アンケートに回答があった学年幹事への礼状/報告発送状況について 

ｲ､ 資料に基づき発送状況を報告した。 

回答があった 44 クラスの学年幹事に礼状/報告書を郵送及びメールで発送した。 

同時にアンケートでクラス員の名簿を提供できると回答があった 35 クラスについて、

その提供を同時に依頼した。結果本日現在 28 クラスから提供を受け名簿に登録した。 

（現在名簿登録者 1015 名） 

      ﾛ､  安田教授から、取りまとめをお願いしていた教職員会員 48名分の入会届を提出頂いた。 

        これは現職の方と直近で退任された方の分である。引き続き過去の退任者の入会届を 

        お願いしている。 

      ﾊ､  S51C の学年幹事をお願いしていた大田 利信氏から幹事辞退の強力な申し出があった。 
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        代替者の選任を要する。名簿管理ﾁｰﾑで検討する。 

     ④ 「工学部学友会」ＨＰについて・・・＜ＨＰ維持ﾁｰﾑ＞山添ﾘｰﾀﾞｰ 

ａ）掲示板の再開について 

  掲示板に迷惑投稿が続いた為、7 月 25 日に一旦閉鎖したが、8 月 16 日再開した。 

  今のところ迷惑投稿はないが様子を見ることとする。 

ｂ）フレーム構造の廃止について 

  最近の趨勢としてフレームレスの傾向にある。会長挨拶、組織、役員、学科学年幹事の 

ページは対応済、それ以外は今後順次フレームレスに変更していく。 

    ⑤ 県大工学部の活動支援について・・・＜活動支援ﾁｰﾑ＞立入ﾘｰﾀﾞｰ 

     ａ）会社訪問について 

     ｲ､ H25/7/4 栗東市の山科精器(株)を訪問見学させて頂いた。 

       参加者は県立大学工学部機械システム学科 3 回生の学生 52 名、県大職員 3 名、 

       湖風会就職支援委員会 柳沢氏、学友会役員 立入会長以下 9 名 計 65 名であった。 

（HP に訪問記掲載、下記ＵＲＬを参照 

             http://k-gakuyukai.jp/k_kaisyasyokai/130704_yamasina/130704_yamasina.html） 

       グループ分けし少人数で現場見学が出来て良かった。受注生産であるためたまたま現場 

       に製品が少なかったことや、研究所が見学できなかったのが残念であった。 

       見学した学生諸君のレポートが当日配布された。このレポートは山科精器(株)さんにも出 

されているが、山科精器(株)さんから学生が関心を持った所が判り刺激を受けたとのコメ 

ントがあった。 

     ﾛ､ 立入会長から来年度の会社訪問先として(株)片岡製作所を打診している。（昨年度県大卒 

  業生が就職している。）レーザー加工システムや太陽電池の検査機器を生産されている会 

社である。同時に支援会への加入もお願いしている。 

     ｂ）県大工学部支援会への加入依頼活動について 

ｲ､ 谷川理事のご子息が(株)ニプロの研究所（草津市）に勤務されている縁で、アプローチし 

ている。近々立入会長がご子息と面談する予定にしている。 

県大から提供された資料を部長クラスの方に見せ相談したが、下から話を持って上がる 

より、研究所長クラスに大学から話をして頂いた方が早いということであった。 

立入会長がご子息と会って直接話を聞いた上で、安田教授にも相談し対応を考えたい。 

会社として当然であるが支援会に入会してどんなメリットを享受できるかがキーポイン 

トであるとのこと。 

ﾛ､ 昨年度学友会が紹介して、(株)槌屋・山科精器(株)・兵神装備(株)の 3 社に加入して頂い 

た。現在の加入企業は 23 社である。 

急激に増えても大学側の対応が難しいので、徐々に大学―企業が良い互恵関係が長く続け

られる御縁を増やしていきたいとのこと。 

県大工学部としては 1 学部 15 社＝45 社位が上限と考えている。 

          ﾊ､ 役員の方も、色んなルート・伝手で支援会に入会して頂ける企業を模索して頂きたい。 

     ｃ）学生の就職活動について 

安田教授に今年の学生の就職状況をお聞きした。90 数％は内定を得ているがまだ決まっ 

ていない学生がいる。学力に問題があるのではなく、面接時自己表現、アピールがうま 

くできないのが原因。模擬面接等の指導もしているが、本人の性格的なものもありなか

なか難しい。出席者から色々な意見が出たが、学生どうしだけの付き合いではなく、 

インターシップ等のように実社会の中に身を置く経験とか、仕事をしている先輩と面談

する機会を設定してあげるような、社会の風を学生に感じさせることも必要かもしれな

http://k-gakuyukai.jp/k_kaisyasyokai/130704_yamasina/130704_yamasina.html
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い。 

学友会として学生の就職支援の中で考えていくべき課題かも知れない。 

8/26 日材料科学科の山下先生が、立入会長に面談される予定になっているが、これもゼ

ミで就職が決まっていない学生がおり、種々情報を得たいようである。 

 ⑥ 第 2 回「工学部学友会」総会の計画について 

      平成 26 年 6 月 1 日（日）に県大で第 2 回「工学部学友会」総会を開催する予定になってい 

る。当然この推進に当たっては役員全員が役割分担して当たることになるが、計画の骨子 

を 3 役＋事務局で取りまとめ、次回 10 月 20 日の理事会に提案できるようにすることとし 

た。 打合せの日程・場所は別途案内する。 

 

     

 

     

 

 

 

 

  

 次回、第１２回理事会開催予定  

           日 時；平成 2５年 10 月２０（日）１4：00～ 

           場 所；ザ・草津タワー 会議室 

           議 題；別途案内                     

                                     以上。 


